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目的：２０１３年１月～１２月に千葉病院歯科麻酔科が歯
科麻酔科外来にて担当した症例について集計し，検
討したので報告する。
方法：患者数，症例数，男女比，年齢分布，患者分
類，処置内容および管理方法についてレトロスペク
ティブに集計した。加えて，２０１３年１月～１２月の院
外から千葉病院歯科麻酔科への紹介件数，その紹介
目的と患者管理法について集計を行い比較検討し
た。本研究は，東京歯科大学倫理委員会の承認を得
て実施した（承認番号５５９）。
成績および考察：総患者数は２，４７６名，総症例数
８，０５２症例で，男性１，０８２名，女性１，３９４名，０～１９
歳２５３名，２０～３９歳８４７名，４０～５９歳６４７名，６０～７９
歳６３３名，８０歳以上９６名であった。患者分類はペイ
ンクリニック２７２名２，２８５例，有病者６４８名１，４７５例，
障害者４０８名１，５０６例，歯科恐怖症患者（異常絞扼反
射，過換気症候群なども含む）４１９名１，６９８例，口腔
外科小手術患者３０５名４６２例，インプラント患者１３３
名２７６例，救急患者２３名２３例であった。有病者の内
訳は循環器疾患８６６例，呼吸器疾患９８例，代謝内分
泌疾患１０９例，薬物アレルギー２４例，その他３７８例で

あった。歯科処置中の患者管理を行った症例は
３，８３２例で精神鎮静法が３，１８３例と最も多く，このう
ち３，１５８例が静脈内鎮静法であった。吸入鎮静法は
２５例，モニター監視は２０６例，歯科麻酔科医スタン
バイは２９１例であった。２０１３年度の静脈内鎮静法の
使用薬剤の内訳はミダゾラム単独で４４１症例，プロ
ポフォール単独で４０１症例，両薬物の併用症例２，２７３
症例，その他４３症例であった。

３年間の当科外来の紹介件数は３９２件で男性１５２
名，女性２４０名であった。最低年齢は３歳，最高年
齢は９３歳であった。内訳はペインクリニック患者
１６１例，歯科恐怖症患者７６例，障害者１１３例，有病者
４２例であった。ペインクリニック患者では投薬９６
例，星状神経節ブロック３１例，その他３４例であっ
た。管理法では、歯科恐怖症患者は７６例に対して全
て静脈内鎮静法を行った。障害者患者では静脈内鎮
静法７７例，診査２５例，その他１１例であった。有病者
患者では静脈内鎮静法１９例，モニタリング１２例，そ
の他１１例であった。当科への紹介件数は増加傾向で
あり，院外における当科専門外来の認知度が上昇し
ているものと考えられた。

目的：東京歯科大学水道橋病院は平成２５年のメイン
キャンパス移転に伴い，新たな体制となって２年目
を迎えている。近年歯科に訪れる患者の疾患は多様
化しており，診療科ごとにその特徴に合わせた患者
対応が必要とされている。そこで患者動向を調査
し，今後の患者対応の一助とすることを目的として
本調査を行った。
方法：平成２６年６月から平成２６年１０月までの期間に
水道橋病院２階の総合歯科，保存科，補綴科合同の
予診に登録された初診患者を対象とし，患者数，紹
介状の有無，年齢及び性別，来科地域，疾患内容，
紹介先診療科などについて調査した。
結果：平成２６年６月から平成２６年１０月までに来院し
た初診患者は１，０４９人，男性４１０人（３９％），女性６３９
人（６１％）であった。そのうち紹介状持参患者は２１０
人で，初診患者の２０％であった。紹介患者の年齢別
内訳は，４０歳代が２９％で最も多く，５０歳代が１６％，
３０歳代が２１％と続き，６０歳以上２０％，２０歳以下１４％
であった。紹介患者の来科地域別内訳は，東京都２３
区内が６１％と最も多く，次いで千葉県と埼玉県が共

に１２％，東京都２３区外が８％，その他が７％であっ
た。紹介患者の疾患別内訳は，根尖性歯周炎が６０％
と特に多く，次いで補綴関連，齲蝕，辺縁性歯周炎
が共に９％，歯髄炎が５％，その他が８％であっ
た。紹介先診療科は，総合歯科が４２％，保存科（歯
内）が４３％，保存科（歯周）が６％，補綴科が９％
であった。
考察：今回の調査結果では，紹介患者のうち３０～５０
歳代が紹介患者の６７％を占める結果となった。これ
は首都圏内で労働する人の多さ，首都圏に位置する
当院の利便性の良さが関連していると考えられる。
また来科地域としては２３区以外に県外から来院され
る患者も多く，県外における当院の認知度の高さも
うかがえる。疾患別および紹介先診療科について
は，歯内療法関係を中心とした偏りが見られたこと
から，各診療科の特徴を外部に発信する必要性も感
じられた。今後は，院内各科の連携はもとより，地
域の医療機関との連携をより密なものとし，よりよ
い患者対応に努める必要があると考える。

№３２：東京歯科大学水道橋病院総合歯科における平成２６年度外来初診患者の動向
山本真志１），山下秀一郎１），齋藤 淳２），佐藤 亨３）（東歯大・口健・総歯）１）（東歯大・歯周）２）

（東歯大・クラウンブリッジ補綴）３）

№３１：東京歯科大学千葉病院歯科麻酔科外来症例の臨床統計（２０１３年１月～１２月）
平田淳司１），澤口夏林１），若杉由美子１），遠藤真唯２），岡田玲奈３），征矢 学４），神戸宏明５），
井出智子１），佐塚祥一郎１），塩崎恵子１），松木由起子１），松浦信幸１），笠原正貴６），一戸達也１）

（東歯大・歯麻）１）（北斗病院・歯科口腔外科）２）（東歯大・市病・麻酔科）３）

（東京大学附属病院・麻酔科）４）（千葉市立青葉病院・麻酔科）５）（東歯大・薬理）６）

歯科学報 Vol．１１４，No．５（２０１４） ５１７

― 107 ―


